
修
学
旅
行
費

実
費
全
額
支
給
を

一
般
質
問

城
下
町
な
ら
で
は
の

景
観
・
環
境
保
全
を

少
子
化
対
策
と
し
て

市
の
で
き
る
支
援
は

青
ノ
山
墓
地
公
園

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
は

飯
山
南
小
学
校

改
築
の
考
え
は
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岡
田
議
員　

現
在
市
内
各
校
の
修

学
旅
行
に
要
す
る
費
用
は
小
学
校
で

約
３
万
円
、
中
学
校
で
約
８
万
円
で

あ
る
。
本
市
は
現
状
国
の
基
準
に
基

づ
き
就
学
援
助
費
を
支
給
し
て
い
る

が
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
苦
緩
和

の
意
味
で
、
修
学
旅
行
の
旅
費
実
費

を
全
額
支
給
で
き
な
い
か
。

　

 

市
長　

修
学
旅
行
は
、
児
童
・
生

徒
が
団
体
行
動
を
通
し
て
ク
ラ
ス
の

輪
を
培
う
中
で
友
情
を
深
め
た
り
、

集
団
行
動
や
公
衆
道
徳
を
身
に
つ
け

る
な
ど
、
有
意
義
な
学
校
行
事
で
あ

る
。
子
供
た
ち
の
家
庭
環
境
や
経
済

状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
学
旅
行
に

安
心
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

就
学
奨
励
費
支
給
対
象
保
護
者
へ
の

修
学
旅
行
費
実
費
支
給
を
来
年
度
か

ら
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　

 
髙
木
議
員　

子
供
が
健
全
に
育
つ

た
め
に
家
庭
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
と
考
え
る
が
、
子
供
の
健
全
育
成

の
視
点
か
ら
少
子
化
対
策
を
ど
う
考

え
る
か
。

　

 

市
長　

子
育
て
や
保
育
施
設
な
ど

の
整
備
や
拡
充
だ
け
で
な
く
、
働
き

方
の
改
革
が
必
要
と
な
る
。
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
男
女
が
共
に

子
育
て
に
関
わ
る
時
間
を
持
て
る
よ

う
、
労
働
形
態
や
支
援
制
度
を
見
直

す
な
ど
、
国
全
体
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
乳
幼
児
期
の
子
育
て
期
間

に
特
化
し
た
経
済
的
支
援
や
制
度
の

拡
充
も
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
と
し
て
子

供
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
最
優
先

に
少
子
化
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

ＱＡ
　

 

三
木
議
員　

近
年
、
市
街
地
で
の

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
目
立
っ
て
き
て

い
る
が
、
城
下
町
と
い
う
環
境
を
ど

う
捉
え
、
本
市
の
景
観
保
全
に
努
め

る
の
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

丸
亀
城
を
は
じ

め
、
町
家
な
ど
の
歴
史
的
な
建
物
や

町
割
り
が
残
る
ま
ち
並
み
景
観
は
、

本
市
特
有
の
貴
重
な
歴
史
的
資
産
で

あ
り
、
市
民
の
誇
り
で
あ
る
。

　

丸
亀
ら
し
い
景
観
を
形
成
し
て
い

く
た
め
に
策
定
し
た
市
景
観
計
画
で

示
し
て
い
る
よ
う
に
、
丸
亀
城
へ
の

眺
望
に
留
意
し
た
建
物
の
高
さ
や
色

彩
と
す
る
こ
と
、
ま
た
城
下
町
の
町

割
り
を
生
か
し
、
周
辺
の
歴
史
的
た

た
ず
ま
い
と
調
和
す
る
こ
と
な
ど
の

考
え
方
に
沿
っ
て
景
観
の
保
全
に
努

め
た
い
。

ＡＡ

　

 

水
本
議
員　

青
ノ
山
墓
地
公
園
内

に
は
多
数
の
階
段
が
あ
る
が
、
手
す

り
も
少
な
く
、
車
椅
子
の
移
動
に
配

慮
し
た
ス
ロ
ー
プ
も
ほ
と
ん
ど
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
超
高
齢
社
会
を
見

据
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
考
え

を
示
さ
れ
た
い
。

　

生
活
環
境
部
長　

墓
地
公
園
内

は
、
車
椅
子
参
拝
が
可
能
と
な
る
よ

う
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
い
る
が
、

手
す
り
を
使
用
し
た
い
参
拝
者
に
と

っ
て
は
、
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
る
。

Ａ

Ｑ

飯山南小学校

Ｑ

Ｑ

　

今
後
、
周
囲
の
墓
地
な
ど
に
影
響

の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
手
す
り
設
置
な

ど
の
整
備
を
進
め
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
配
慮
し
た
墓
地
公
園
と
な
る
よ

う
計
画
的
に
整
備
を
進
め
た
い
。

　

 

真
鍋
議
員　

飯
山
南
小
学
校
校
舎

は
築
40
年
以
上
の
建
物
が
校
舎
全
体

の
60
％
を
占
め
て
い
る
。
軀
体
や
設

備
に
相
当
な
疲
労
が
生
じ
て
い
る
た

め
、
部
分
補
修
に
多
額
の
予
算
を
投

じ
る
よ
り
も
、
抜
本
的
に
改
築
す
る

方
が
、
効
果
的
で
効
率
的
な
予
算
執

行
で
は
な
い
か
。

　

 

教
育
部
長　

本
市
小
・
中
学
校
の

耐
震
化
は
平
成
26
年
度
末
に
１
０
０

％
を
達
成
し
た
が
、
築
40
年
以
上
の

校
舎
を
有
す
る
学
校
が
過
半
数
と
い

っ
た
状
況
で
あ
る
。

　

飯
山
南
小
学
校
な
ど
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
市
内
学
校
教
育
施
設
を

総
合
的
に
精
査
し
、
現
在
策
定
中
の

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
踏
ま

え
、
改
修
、
改
築
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
に
進
め
た
い
。

Ａ

Ｑ

く



一
般
質
問

政
治
へ
の
関
心
を

高
め
る
教
育
が
必
要

東
南
海
地
震

想
定
さ
れ
る
被
害
は

職
員
不
祥
事
で
問
わ
れ
る

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

脳
脊
髄
液
減
少
症

理
解
に
向
け
て

防災訓練で災害に備える

　 

水
本
議
員　

青
ノ
山
墓
地
公
園
内

に
は
多
数
の
階
段
が
あ
る
が
、
手
す

り
も
少
な
く
、
車
椅
子
の
移
動
に
配

慮
し
た
ス
ロ
ー
プ
も
ほ
と
ん
ど
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
超
高
齢
社
会
を
見

据
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
考
え

を
示
さ
れ
た
い
。

　

生
活
環
境
部
長　

墓
地
公
園
内

は
、
車
椅
子
参
拝
が
可
能
と
な
る
よ

う
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
い
る
が
、

手
す
り
を
使
用
し
た
い
参
拝
者
に
と

っ
て
は
、
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
る
。
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今
後
、
周
囲
の
墓
地
な
ど
に
影
響

の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
手
す
り
設
置
な

ど
の
整
備
を
進
め
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
配
慮
し
た
墓
地
公
園
と
な
る
よ

う
計
画
的
に
整
備
を
進
め
た
い
。

　 

横
川
議
員　

投
票
率
低
下
傾
向
の

対
策
と
し
て
、
政
治
へ
の
関
心
や
有

権
者
の
投
票
意
欲
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
。
特
に
、
低
年
齢
層
か
ら
の
教

育
は
、
欧
米
の
選
挙
か
ら
見
て
も
重

要
な
取
り
組
み
だ
と
考
え
る
が
、
本

市
と
し
て
の
教
育
方
針
を
伺
う
。

　

 

教
育
長　

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ

を
受
け
て
、
小
・
中
学
校
社
会
科
内

で
、
研
修
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

学
習
を
通
じ
、
主
権
者
と
し
て
社
会

の
中
で
自
立
し
、
他
者
と
連
携
、
協

働
し
な
が
ら
社
会
を
生
き
抜
く
力

や
、
地
域
の
課
題
解
決
を
社
会
の
構

成
者
と
し
て
主
体
的
に
な
る
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
よ
り
一
層
連
携
し
て
多
様
な

取
り
組
み
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
各

校
の
教
育
活
動
を
支
援
し
た
い
。

Ａ

青ノ山墓地公園

Ｑ

　 

川
田
議
員　

東
南
海
地
震
が
数
十

年
の
う
ち
に
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
本
市
も
甚
大
な
被
害
が
危
惧
さ

れ
る
が
、
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
は

ど
の
程
度
か
。

　

 

市
長
公
室
長　

地
震
発
生
に
伴
う

災
害
と
し
て
津
波
や
急
傾
斜
地
の
崩

壊
が
考
え
ら
れ
る
。
想
定
さ
れ
る
本

市
の
被
害
は
、
平
成
25
年
の
県
発
表

に
よ
る
と
、
津
波
に
よ
る
建
物
被
害

と
し
て
全
壊
が
１
４
０
棟
、
死
者
数

１
８
２
０
人
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に

よ
る
全
壊
が
10
棟
で
、
死
傷
者
も
出

る
想
定
で
あ
る
。
対
応
計
画
は
、
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
れ
ば
、
活

動
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、

そ
の
時
点
で
の
総
合
的
状
況
を
判
断

し
つ
つ
、
自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
と

共
に
対
応
す
る
。

Ａ Ｑ

　 

三
宅
議
員　

有
能
か
つ
信
頼
で
き

る
職
員
を
お
と
し
め
な
い
職
場
づ
く

り
こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、
少
数
者
に

よ
る
現
状
の
緩
み
が
職
員
全
体
の
悪

い
評
価
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
緩

み
続
け
る
市
役
所
の
秩
序
を
ど
う
す

る
の
か
。

　

 

市
長　

全
職
員
が
常
に
市
役
所
の

代
表
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
職
場
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
共

有
を
図
り
つ
つ
、
自
浄
作
用
を
高
め

る
こ
と
で
、
不
祥
事
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
私
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、
職
員

に
対
し
責
任
と
自
覚
を
持
た
せ
、
職

員
相
互
で
規
範
意
識
を
高
め
あ
い
、

市
民
の
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持

っ
て
秩
序
保
全
に
取
り
組
む
。

Ａ Ｑ

　 

福
部
議
員　

事
故
な
ど
の
強
い
衝

撃
に
よ
っ
て
脳
脊
髄
液
が
漏
れ
、
頭

痛
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
患
者
の
多
く

は
、
周
囲
の
無
理
解
に
苦
し
ん
で
い

る
。
病
気
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み
や
相
談
体
制
の
整
備
を
行
う
考

え
は
あ
る
か
。

　

 

市
長　

こ
の
病
気
に
つ
い
て
の
市

民
の
理
解
は
十
分
で
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
市
民
の
理
解
を
進
め
る
た

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
現
場
で
適

切
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
教
職
員

へ
の
周
知
啓
発
に
も
努
め
る
。
相
談

体
制
に
つ
い
て
は
、
県
の
保
健
福
祉

事
務
所
に
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
、
適
切
に
連
携
し
て
患
者
を
支

援
し
た
い
。

Ａ Ｑ　 

松
浦
議
員　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発
効
さ
れ

る
と
、
食
物
の
輸
出
入
が
増
加
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
輸
入
さ
れ
た
食

物
の
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
検
疫

体
制
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

　

 

副
市
長　

日
本
の
輸
入
食
品
の
検

査
実
施
率
は
、
厚
労
省
の
公
表
で
は

平
成
26
年
度
は
８
・
８
％
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
検
査
体
制
が
輸
入
件
数

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
推
察
さ
れ

る
。
政
府
は
食
品
の
輸
入
量
が
増
加

し
て
も
適
切
な
監
視
指
導
を
徹
底
す

る
た
め
の
体
制
強
化
に
努
め
る
と
明

言
し
て
い
る
が
、
本
市
と
し
て
も
ど

の
程
度
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
の
か

情
報
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

万
全
の
輸
入
食
品
検
疫
体
制
の
整
備

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
機
会
を
捉
え
て

国
に
要
望
し
て
い
く
。

け
ん



一
般
質
問

丸
亀
城
カ
ー
ド
で

来
城
者
増
加
を

運
動
会
組
み
体
操

事
故
防
止
策
は

総
合
運
動
公
園

駐
車
場
と
道
路
整
備

輸
入
食
品
安
全
性
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は

　

 

水
本
議
員　

青
ノ
山
墓
地
公
園
内

に
は
多
数
の
階
段
が
あ
る
が
、
手
す

り
も
少
な
く
、
車
椅
子
の
移
動
に
配

慮
し
た
ス
ロ
ー
プ
も
ほ
と
ん
ど
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
超
高
齢
社
会
を
見

据
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
考
え

を
示
さ
れ
た
い
。

　

生
活
環
境
部
長　

墓
地
公
園
内

は
、
車
椅
子
参
拝
が
可
能
と
な
る
よ

う
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
い
る
が
、

手
す
り
を
使
用
し
た
い
参
拝
者
に
と

っ
て
は
、
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
る
。
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今
後
、
周
囲
の
墓
地
な
ど
に
影
響

の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
手
す
り
設
置
な

ど
の
整
備
を
進
め
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
配
慮
し
た
墓
地
公
園
と
な
る
よ

う
計
画
的
に
整
備
を
進
め
た
い
。

　

 

福
部
議
員　

事
故
な
ど
の
強
い
衝

撃
に
よ
っ
て
脳
脊
髄
液
が
漏
れ
、
頭

痛
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
患
者
の
多
く

は
、
周
囲
の
無
理
解
に
苦
し
ん
で
い

る
。
病
気
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み
や
相
談
体
制
の
整
備
を
行
う
考

え
は
あ
る
か
。

　

 

市
長　

こ
の
病
気
に
つ
い
て
の
市

民
の
理
解
は
十
分
で
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
市
民
の
理
解
を
進
め
る
た

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
現
場
で
適

切
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
教
職
員

へ
の
周
知
啓
発
に
も
努
め
る
。
相
談

体
制
に
つ
い
て
は
、
県
の
保
健
福
祉

事
務
所
に
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
、
適
切
に
連
携
し
て
患
者
を
支

援
し
た
い
。

年間来城者10万人の丸亀城

　

 

佐
野
議
員　

国
土
交
通
省
は
ダ
ム

の
情
報
を
記
載
し
た
ダ
ム
カ
ー
ド
を

各
地
の
ダ
ム
で
配
布
し
て
お
り
、
カ

ー
ド
を
目
当
て
に
全
国
か
ら
ダ
ム
を

訪
れ
る
人
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
を

参
考
に
、
現
存
木
造
天
守
12
城
で
カ

ー
ド
を
発
行
し
、
丸
亀
城
の
集
客
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　

 

市
長　

昨
年
度
は
ニ
ッ
カ
リ
青
江

を
は
じ
め
と
す
る
京
極
家
お
宝
カ
ー

ド
を
作
成
し
、
天
守
入
場
者
限
定
で

配
布
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
を
博

し
、
広
く
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
昨

年
、
弘
前
市
な
ど
と
現
存
木
造
天
守

12
城
同
盟
を
結
成
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な

ど
で
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
の
で
、

提
案
の
城
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
関
係

自
治
体
に
提
案
し
た
い
。

Ａ Ｑ

　

 

尾
崎
議
員　

学
校
の
体
育
や
運
動

会
で
行
わ
れ
る
組
み
体
操
中
の
事
故

が
全
国
で
多
発
し
、
国
も
組
み
体
操

に
よ
る
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
通
知

文
書
を
出
し
て
い
る
。
本
市
で
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　

 

教
育
長　

国
の
通
知
を
受
け
、
校

長
会
や
教
頭
会
で
事
故
防
止
に
つ
い

て
協
議
、
指
導
を
行
っ
た
。
本
市
で

は
小
学
校
３
校
、
中
学
校
１
校
が
運

動
会
で
の
組
み
体
操
実
施
を
今
年
度

か
ら
見
合
わ
せ
た
。
実
施
す
る
学
校

で
も
、
全
校
で
技
の
難
易
度
や
内
容

の
見
直
し
と
指
導
方
法
の
再
検
討
を

行
っ
た
。
本
市
で
は
、
組
み
体
操
に

限
ら
ず
、
小
中
学
校
の
体
育
活
動
全

て
で
、
安
全
確
保
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

Ａ Ｑ

　

 

山
本
議
員　
Ｐ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
ス
タ

ジ
ア
ム
、
四
国
Ｃ
ス
タ
丸
亀
、
市
民

体
育
館
な
ど
多
く
の
施
設
が
集
中
す

る
市
総
合
運
動
公
園
の
駐
車
場
や
道

路
の
整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

 

市
長　

大
規
模
な
大
会
時
に
駐
車

場
が
不
足
し
、
周
辺
道
路
が
混
雑
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
駐
車

場
、
道
路
と
も
に
整
備
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
平
成
34
年
度

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
間
に
合
う
よ
う

に
、
運
動
公
園
と
そ
の
周
辺
に
４
０

０
０
台
の
駐
車
場
を
確
保
す
る
計
画

を
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
国
道
11
号

か
ら
県
道
多
度
津
丸
亀
線
ま
で
の
区

間
を
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
平
成

31
年
度
末
ま
で
の
全
面
開
通
を
目
標

に
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ａ Ｑ

総合運動公園

　

 

松
浦
議
員　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発
効
さ
れ

る
と
、
食
物
の
輸
出
入
が
増
加
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
輸
入
さ
れ
た
食

物
の
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
検
疫

体
制
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

　

 

副
市
長　

日
本
の
輸
入
食
品
の
検

査
実
施
率
は
、
厚
労
省
の
公
表
で
は

平
成
26
年
度
は
８
・
８
％
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
検
査
体
制
が
輸
入
件
数

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
推
察
さ
れ

る
。
政
府
は
食
品
の
輸
入
量
が
増
加

し
て
も
適
切
な
監
視
指
導
を
徹
底
す

る
た
め
の
体
制
強
化
に
努
め
る
と
明

言
し
て
い
る
が
、
本
市
と
し
て
も
ど

の
程
度
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
の
か

情
報
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

万
全
の
輸
入
食
品
検
疫
体
制
の
整
備

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
機
会
を
捉
え
て

国
に
要
望
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ



一
般
質
問・議
会
の
動
き

13
日　

市
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会

14
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
県
内
視
察

15
日　

広
報
広
聴
委
員
会

20
日　

都
市
経
済
委
員
会
行
政
視
察（
22
日
ま
で
）

25
日　

総
務
委
員
会
行
政
視
察（
27
日
ま
で
）

　
　
　

教
育
民
生
委
員
会
行
政
視
察（
27
日
ま
で
）

　
　
　

生
活
環
境
委
員
会
行
政
視
察（
27
日
ま
で
）

28
日　

市
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

３
日　

中
讃
広
域
議
会
議
員
視
察（
5
日
ま
で
）

17
日　

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　

総
務
委
員
会
協
議
会

24
日　

各
派
会
長
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

31
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

１
日　

定
例
会
初
日（
10
月
11
日
ま
で
）

　
　
　

予
算
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

市
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会

６
日　

都
市
経
済
委
員
会

　
　
　

都
市
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　
　

教
育
民
生
委
員
会

　
　
　

教
育
民
生
委
員
会
協
議
会

７
日　

生
活
環
境
委
員
会

　
　
　

生
活
環
境
委
員
会
協
議
会

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

16
日　

広
報
広
聴
委
員
会

21
日　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
都
市
経
済
分
科
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
総
務
分
科
会

26
日　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
生
活
環
境
分
科
会

27
日　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

28
日　

市
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会

29
日　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
現
地
調
査

　
　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

30
日　

市
庁
舎
整
備
等
特
別
委
員
会

●
議
会
の
動
き　
７
・
８
・
９
月

受
け
身
の
授
業
か
ら

能
動
的
な
学
修
へ

国
保
財
政
広
域
化

市
も
意
見
主
張
を

競
艇
事
業
収
益
で

市
財
政
へ
の
貢
献
を
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松
浦
議
員　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発
効
さ
れ

る
と
、
食
物
の
輸
出
入
が
増
加
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
輸
入
さ
れ
た
食

物
の
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
検
疫

体
制
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

　

 

副
市
長　

日
本
の
輸
入
食
品
の
検

査
実
施
率
は
、
厚
労
省
の
公
表
で
は

平
成
26
年
度
は
８
・
８
％
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
検
査
体
制
が
輸
入
件
数

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
推
察
さ
れ

る
。
政
府
は
食
品
の
輸
入
量
が
増
加

し
て
も
適
切
な
監
視
指
導
を
徹
底
す

る
た
め
の
体
制
強
化
に
努
め
る
と
明

言
し
て
い
る
が
、
本
市
と
し
て
も
ど

の
程
度
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
の
か

情
報
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

万
全
の
輸
入
食
品
検
疫
体
制
の
整
備

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
機
会
を
捉
え
て

国
に
要
望
し
て
い
く
。

　

 

片
山
議
員　

文
科
省
は
次
期
学
習

指
導
要
領
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
に
よ
る
授
業
改
善
を
求
め
て
い

く
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

 

教
育
長　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
は
、
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い

学
び
を
通
し
て
学
習
内
容
を
深
く
理

解
し
、
生
涯
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
び
続

け
る
資
質
、
能
力
を
身
に
つ
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
で
の

話
し
合
い
や
共
同
作
業
を
取
り
入
れ

た
授
業
形
態
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市

で
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視

点
に
よ
る
授
業
改
善
を
目
指
し
、
研

修
を
深
め
て
い
る
。
今
後
、
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
を
踏
ま
え
、
主
体

的
、
共
同
的
な
学
び
を
展
開
す
る
授

業
へ
と
改
善
し
た
い
。

Ａ Ｑ

　

 

藤
田
議
員　

国
保
財
政
運
営
の
広

域
化
に
伴
い
、
赤
字
補
塡
の
た
め
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
廃
止

や
削
減
の
対
象
に
さ
れ
る
と
、
保
険

料
の
大
幅
値
上
げ
が
危
惧
さ
れ
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
市
町

の
裁
量
に
委
ね
る
よ
う
主
張
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
 

健
康
福
祉
部
長　

国
保
財
政
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
県
が
国
保
事
業

の
運
営
方
針
を
定
め
る
が
、
そ
の
方

針
に
つ
い
て
、
国
は
決
算
補
塡
を
目

的
と
す
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
解
消
ま
た
は
削
減
す
べ
き
と
の

考
え
を
示
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て

は
、
県
が
方
針
を
策
定
す
る
に
当
た

り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
各
市
町

の
判
断
が
で
き
る
限
り
反
映
さ
れ
る

よ
う
求
め
て
い
く
。

Ａ Ｑ
　

 

加
藤
議
員　

下
関
ボ
ー
ト
な
ど
の

ナ
イ
タ
ー
参
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
丸
亀
ボ
ー
ト
へ
の
影
響
と
対
策

は
。
ま
た
、
中
期
経
営
計
画
の
見
直

し
や
競
艇
財
政
か
ら
新
市
庁
舎
建
設

へ
の
繰
り
出
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

 

競
艇
事
業
管
理
者　

他
場
の
ナ
イ

タ
ー
参
入
に
よ
り
、
売
り
上
げ
の
減

少
は
避
け
ら
れ
な
い
と
見
込
ん
で
お

り
、
本
場
活
性
化
と
広
域
発
売
強
化

を
引
き
続
き
推
進
す
る
。
ま
た
、
平

成
26
年
に
策
定
し
た
４
年
間
の
中
期

経
営
計
画
は
、
２
年
間
の
進
捗
と
今

後
の
経
営
環
境
や
経
済
状
況
の
変
化

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
。
新
市
庁
舎
整
備
の
た
め

の
財
政
繰
り
出
し
は
、
建
設
改
良
積

立
金
や
利
益
剰
余
金
な
ど
で
、
確
保

で
き
る
と
予
測
し
て
い
る
。

Ａ

Ｑ

ナイターレースを開催する丸亀ボート

7
月

8
月

9
月
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